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研究成果の概要（和文）： 核融合炉内トリチウム蓄積に関する実験的研究を行なう A01 班「核

融合炉内複雑環境におけるトリチウム蓄積挙動の実験的研究」と理論・シミュレーション研究

を行なう A02 班「核融合炉のトリチウム蓄積・排出評価のための理論およびシミュレーション

コードの開発」をとりまとめ、これらの研究を有機的に進めるため、活動計画の策定や打合せ

会合・研究会を行い、研究の進展に貢献した。 

 
研究成果の概要（英文）：Two research groups “A01: Experimental studies on in-vessel 

tritium inventory in complicated environment of fusion reactors” and “A02: Theory and 

code development for evaluation of tritium retention and exhaust in fusion reactor” are 

organized to enhance efficiency and impact of their research on fusion energy development 

by holding meetings for information exchanges and discussions. 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 900,000 0 900,000 

2008 年度 900,000 0 900,000 

2009 年度 900,000 0 900,000 

2010 年度 900,000 0 900,000 

2011 年度 900,000 0 900,000 

総 計 4,500,000 0 4,500,000 

 
 

研究分野：工学 

科研費の分科・細目：総合工学・核融合学 

キーワード：核融合炉、トリチウム、核融合炉材料、プラズマ壁相互作用    

 
１．研究開始当初の背景 

(1)国際協力による核融合実験炉 ITER の建
設が決まり、安全性の観点から炉内のトリチ
ウム蓄積量を精度良く評価するための研究
成果が求められていた。  

(2)実験研究とシミュレーション研究が連携
して上記課題に取り組むための密接な協力
関係が求められていた。 

 

２．研究の目的 

核融合炉壁内のトリチウム蓄積の解明と
その除去方法の確立を目的とした「計画研究
A01 班（核融合炉内複雑環境におけるトリチ
ウム蓄積挙動の実験的研究）」と「計画研究
A02 班（核融合炉のトリチウム蓄積・排出評
価のための理論およびシミュレーションコ
ードの開発）」、の 2 つの計画研究をとりまと
めることである。 
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３．研究の方法 

(1)幹事会を年度初めに策定し、当該年度の
活動計画を策定する。必要に応じて、研究の
進め方を見直す。さらに研究の進捗状況につ
いて、意見交換を行なうための幹事会を適宜
行なう。 
(2)全体あるいは、個別の会合を研究会の形
で年 1～2 回開催する。 
(3)他の研究会と協力して情報交換や議論の
ための研究会を開催する。 
(3)他の研究班との合同作業、合同研究会、
情報交換会などに協力する。 
(4)最終年度に成果報告会を総括班と連携し
て行い、成果報告集をまとめ、国際会議や論
文として発表。 
 
４．研究成果 
(1) 打合せ会合・研究会の開催 

①平成 19 年 11 月 9 日-10 日（徳島大学）：
A02 班会議（第１回） 

○全体計画と個別計画の整合性について議
論を行い、今後の研究の方向性、特に実験研
究（A01 班）と理論・シミュレーション研究
（A02 班）の協力関係の構築の方法について
議論を行なった。 

 

②平成 20 年 2月 5 日（核融合科学研究所）：
A 班研究打合せ会合（「SOL 及びダイバータ物
理サブクラスター」、「NIFS 研究会（核燃焼プ
ラズマにおける PWI 基礎過程の解明と対向材
料開発）」、「NIFS 研究会（核燃焼プラズマの
ダイバータによる熱・粒子制御の理解を目 
的としたモデル開発とシミュレーション研
究）」との合同会合） 
○A01 研究内容について、概要の説明と今後
の進め方の議論を行なった。 
 

③平成 20 年 5月 10 日（原子力機構、システ
ム計算科学センター）： A01 班打ち合わせ会
合（「SOL 及びダイバータ物理サブクラスター」
との合同） 
○ITER のダイバータ材料（タングステン、炭
素複合材）に関する最新の研究情報交換と議
論を行なった。 
 
④平成 20 年 6 月 12 日（京都大学）：A 班合
同会合 

○壁材料（タングステン、炭素材）中の水素
同位体挙動に関係する素過程係数に関する
意見交換を行ない、現状認識を行なうこと共
に今後の課題を明確化した。 
 
⑤平成 20 年 7月 16 日（核融合科学研究所）：
A 班研究打合せ会合（「SOL 及びダイバータ物
理サブクラスター」と「NIFS 研究会（核燃焼
プラズマにおける PWI基礎過程の解明と対向

材料開発）」との合同会合） 

○ITER のトリチウム蓄積と除去、及びタング
ステン使用に関する議論を行なった。 
 
⑥平成 20 年 9月 2 日-3 日（徳島大学）：特定
領域研究「核融合トリチウム」ワークショッ
プ（A01 班、A02 班連携）「核融合炉における
トリチウム蓄積・放出挙動のシミュレーショ
ンと実験の連携」 

○プラズマ壁相互作用における実験とシミ
ュレーションの研究の現状について理解を
深めると共に、今後の研究の連携のあり方に
ついて議論を行なった。 

 

⑦平成 20年 12月 25日（核融合科学研究所）：
A 班研究打合せ会合（「SOL 及びダイバータ物
理サブクラスター」と「NIFS 研究会（核燃焼
プラズマにおける PWI基礎過程の解明と対向
材料開発）」との合同会合） 
○炭素壁・タングステン壁研究の進め方、ダ
スト研究の進め方についての議論を行なっ
た。 
 
⑧平成 21 年 2 月 4 日（同志社大学）：A 班研
究打合せ会合 
○A01 班、A02 班それぞれの研究の進捗状況
報告と今後の進め方に関する議論を行なっ
た。 
 
⑨平成 21 年 8月 4 日-5 日（核融合研）：A 班
研究打合せ会合（「SOL 及びダイバータ物理サ
ブクラスター」と「NIFS 研究会（核燃焼プラ
ズマにおける PWI基礎過程の解明と対向材料
開発）」との合同会合） 
○核融合炉壁材料の損耗と再堆積などにつ
いて最新の研究成果に関する情報交換と議
論を行なった。 
 
⑩平成 21 年 12 月 24 日-25 日（核融合研）：A
班研究打合せ会合（「SOL 及びダイバータ物理
サブクラスター」、「炉工学クラスター」、
「NIFS 研究会（核燃焼プラズマにおける PWI
基礎過程の解明と対向材料開発）」との合同
会合） 
○主に、タングステンと水素・ヘリウム相互
作用の研究に関する情報交換と議論を行な
った。 
 
⑪平成 22 年 7月 21 日（同志社大学）：A班研
究打合せ会合 
○リテンションをテーマに、シミュレーショ
ンの現状、実機での成果、及び損傷を持つタ
ングステン中の吸蔵につき情報交換と議論
を行なった。 
 
⑫平成 22 年 11 月 17 日－18 日（核融合研）：
A 班研究打合せ会合（「SOL 及びダイバータ物



理サブクラスター」、「炉工学クラスター」、
「NIFS 研究会（核融合炉に向けたプラズマ・
壁相互作 用の研究）」との合同会合） 
○原型炉ダイバータ設計や熱負荷特性に関
する情報交換と議論を行なった。 
 
⑬平成 23 年 7 月 4 日-5 日（徳島大学）：A02
班研究打合せ会合 
○最新の PWI シミュレーション研究成果の発
表と議論を行なった。 
 
(2)研究成果のとりまとめ 
 総括班に協力して、毎年度末に成果報告会
にて、A01 班と A02 班の成果を報告した。ま
た、年度末に成果報告書の執筆、最終年度末
に期間全体の研究の総括を成果報告書にま
とめた。 
 
(3)核融合エネルギー開発に対する貢献 

ITPA（国際トカマク物理専門家会合）にて、
主にトリチウム蓄積やタングステン R&D のセ
ッションで成果を発表し、ITER の設計や運転
の議論に貢献。さらに、原型炉設計関連の会
合にて、トリチウム蓄積や壁材料選択の観点
から情報提供を行なった。 
 
以上の活動を通じて、国内の炉内トリチウム
蓄積に関する研究を活性化し、計画研究 A01
班と A02 班の研究を推進した。さらに国際的
に情報の発信を積極的に行ない、本研究分野
の発展に対して大きな貢献をすることがで
きた。 
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